
令和７年度学校経営について

〔基本目標〕

生きる力を育み、夢や目標に向かって果敢に挑戦する生徒の育成

（自立・自己決定・自己解決力・自己有用感を実感させる学校）

教 育 目 標 〔具体目標〕（目指す生徒像）自律した学習者

○ 自ら学び （自ら進んで確かな学力を身に付けることができる）

○ 心はひろく （思いやりをもって社会に貢献できる）

○ たくましく （自分をコントロールして健康・体力を向上できる）

◎ 主体的に学び、学力が身に付く学校

◎ 行事に積極的に取り組み、明るく活力のある学校

教 育 課 題 ◎ 心身ともに自己コントロールして、健康スキルが身に付く学校

（目指す学校像） １ 自ら考え､自ら決めて行動する問題解決能力（自己解決力）の育成

２ 確かな学力の定着（自律した学習者）

生徒が主役の学校 ３ ＩＣＴ機器（電子黒板、タブレット端末）を活用した学習の推進

４ 基本的生活習慣・学習習慣の確立（自分でコントロールする力の構築）

５ 自己有用感の醸成（弁当の日、SDGｓ教育）
６ 自己決定する機会を大切にした自立心・社会性の育成

７ いじめや不登校などに早く気付き、迅速に対応できる組織の確立

８ 多様性を尊重した共生社会を大切にする人権教育の積極的な推進

９ 新しい生活様式に対応できる健康スキルの育成

10 地域や保護者との信頼関係・協力体制の確立

11 コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の積極的な推進

12 小中一貫した教育の推進

13 インクルーシブ教育の積極的な推進

14 効果的・効率的な学校教育の構築（量より質への転換）

１ 生徒自ら気づき、考え、行動する生徒を育成する。（自己決定の尊重）

２ ＩＣＴ機器の積極的な活用により確かな学力の定着を図る。

３ 生徒一人一人に応じた学習指導・生徒指導を展開する。

教 育 計 画 ４ 特別活動で自己決定させ、生徒の自主的な行動を促し、養成する。

５ 肯定的な言葉かけを増やし、自己有用感の高い生徒を育成する。

６ 新しい生活様式に対応した健康スキルの高い生徒を育成する。

７ 共生社会を実感できるインクルーシブ教育を展開する。

８ 効果的・効率的な学校教育の構築（量より質への転換）

〇 明るく元気に生徒と接し、着実に生徒と成長し合える教員

目指す学校像実 ○ 生徒の目が輝く（わかる・できるの実感）授業を展開できる教員

現に向けて必要 ○ 生徒に寄り添い、自己有用感を実感させられる教員

となる教員 ○ ＩＣＴ機器を積極的に展開できる教員

○ 学校経営の中核として活躍しようとする意欲をもった教員

〇 インクルーシブ教育を積極的に推進できる教員


